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●…3 日(木)は、矢川神社春の例祭等。●…４日(金)・５日(土)は、畑仕事・夏野菜等。●…6 日(日)は、

13 時から栗東で「憲法の集い」元文科省事務次官前川喜平氏講演会に参加、夜議員団会議準備。●…7 日(月)は、10 時から守山で生

活相談、13 時半から草津で会議、19 時から草津で会議。●…8 日(火)は、10 時から湖南地区議員団会議、19 時から近江八幡で会議。

●…9 日(水)は、9 時半から市役所で議員団会議、午後ニュース作成、19 時から栗東で会議。●…10 日(木)は、9 時半から市役所で

議員団会議、14 時から大津で会議、18 時から県議補選事務所開き、19 時 15 分から大津で会議。 

 安倍政権が狙う憲法九条改憲。「戦争は絶

対にしてはならない。憲法九条は守ろう」…

全国 3000 万人署名運動。甲賀市が目標として

いた１万筆が４月末で達成することができま

した。引き続き運動を広げよう。 

 

異
常
な
低
温
と
乾
燥
が
原
因
で
近
江
茶
の
産
地
で
は
寒
干
害
が

発
生
、
茶
摘
み
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
た
茶
畑
の
各
所
に
「
赤
枯
れ
」
が

目
立
っ
て
い
ま
す
。
平
均
で
も
三
割
減
、
多
い
と
こ
ろ
で
は
五
割
以

上
の
減
収
と
品
質
低
下
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。
事
態
を
重
視
し
た

日
本
共
産
党
甲
賀
市
議
員
団
は
４
月
２７
日
、
藤
井
三
恵
子
県
議
と

と
も
に
信
楽
町
朝
宮
の
被
害
状
況
を
調
査
し
ま
し
た
。 

 

市
に
よ
る
と
今
年
１
月
か

ら
２
月
に
か
け
て
降
水
量
が

極
端
に
少
な
い
う
え
に
、
マ
イ

ナ
ス
１０
度
に
な
る
異
常
気
象

が
続
い
た
た
め
、
お
茶
が
脱
水

症
状
に
。
そ
の
た
め
枯
死
す
る

茶
葉
が
各
地
に
み
ら
れ
ま
す
。

信
楽
町
朝
宮
地
域
で
は
平

均
で
も
約
三
割
が
赤
枯
れ
。
被

害
が
大
き
い
地
域
で
は
六
割

以
上
と
い
う
地
域
も
あ
る
そ

う
で
す
。
自
然
災
害
と
は
い

え
、
４０
年
ぶ
り
の
寒
干
害
に
茶

農
家
は
収
量
減
と
品
質
低
下

に
頭
を
痛
め
て
い
ま
す
。
滋
賀

県
の
場
合
、
茶
生
産
に
は
共
済

制
度
が
な
く
、
信
楽
町
朝
宮
の

茶
農
家
の
多
く
は
専
業
で
す

か
ら
大
幅
な
減
収
は
直
接
経

営
に
響
き
ま
す
。 

 

し
か
も
今
年
の
収
量
減
だ

け
で
な
く
、
根
元
近
く
か
ら
切

り
落
と
さ
な
く
て
は
な
ら
な

い
個
所
で
は
、
回
復
す
る
の
に

三
年
以
上
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
改
植
や
開
墾
等
に

関
し
財
政
支
援
も
必
要
で
す
。

党
議
員
団
は
18
日
、
県
に
改
善

を
求
め
申
し
入
れ
る
と
と
も

に
交
渉
し
ま
す
。 

 ４０年前の１９７７年３月１３

日付「滋賀民報」（上写真）。「寒干

害赤枯れで枯死寸前 被害額４億

円超す」と報じていますが、この

時取材をして記事を書いたのが、

当時滋賀民報社記者（当時２５歳）

だった山岡光広議員でした。 

 今年の寒干害は、「４０年ぶり」

といわれていますので、茶産地の

信楽町朝宮や土山町では、この時

以来の被害に見舞われています。 

 山岡記者がこの時指摘したの

は、直接的な要因は異常気象です

が、「茶産業に対する行政の取り組

みの弱さが被害を拡大する要因の

なっていること」、「自然災害に対

してほとんど救済補償制度がない

こと」など、ここにメスを入れる

必要があり、茶業農家の経営と生

活を守るためにも国や地方自治体

の抜本的な見直しが必要、と強調

していました。 


